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富士山火山防災対策協議会



富士山ハザードマップ（改定版）検討委員会

はじめに

■ 構成
【委員⻑】 山梨県富士山科学研究所所⻑ 藤井 敏嗣
【副委員⻑】静岡大学教授 小山 真人
【委員】
山梨県富士山科学研究所名誉顧問 荒牧 重雄
（一財）砂防・地すべり技術ｾﾝﾀｰ研究顧問 池谷 浩
⽇本大学教授 鵜川 元雄
神奈川県温泉地学研究所所⻑ 加藤 照之

【機関】
内閣府（防災担当）、国交省、気象庁、山梨・静岡・神奈川各県の
各防災部局（事務局）

【オブザーバー】市町村、各県の関係部局

【臨時委員】
産業技術総合研究所 山元 孝広、石塚 吉浩
防災科学技術研究所 藤田 英輔
東京大学大学院 堀田 紀文
土木研究所 石井 靖雄
京都大学防災研究所 矢守 克也

※議事内容に応じて、地質学、土木⼯学、社会⼼理学等の外部有識
者を委員⻑が指名
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【Ｒ元年度】計３回開催（7⽉、12⽉、３⽉）

■開催実績
【H３０年度】計３回開催（７⽉、1１⽉、２⽉）

富士山火山防災対策協議会（以下、「協議会」という）では、平成16年６⽉に「富士山ハザードマップ検
討委員会」が策定したハザードマップに基づき、広域避難計画の策定や避難訓練の実施などの火山防災対
策を実施してきた。

その後の富士山に関する各種調査研究により、数々の新たな科学的知⾒が得られた結果、現在のハザード
マップの想定火⼝範囲や溶岩流等の火山現象の想定影響範囲が拡大する可能性が明らかになった。

そのため、火山防災対策上、ハザードマップを⾒直す必要性があることから、平成３０年度より３ヶ年での改
定を目指して、火山専門家等を構成員とする「富士山ハザードマップ（改定版）検討委員会」を設置し、
専門的・技術的観点から詳細な検討を進めている。



改定の概要と中間報告の対応点
項目 改定の概要 検討状況 参照ページ

①想定火⼝範囲 最新の調査結果に基づき変更（拡大） ｐ4

②対象とする
噴火年代

「3,200年前〜現在まで」としている過去の噴火について、産業技術総合研究所による富士火山
地質図（第2版）の新たな年代整理に基づき変更
→活火山の定義である「１万年以内」を踏まえ、特に噴火活動が活発な
「5,600年前〜現在まで」に拡大

p5〜p7

③地形メッシュ
サイズ

より詳細な地形データを反映するため、現⾏の200mメッシュを変更
→20mメッシュを採用

④溶岩流 最新の調査研究において、最大規模となる貞観噴火の噴出量が⾒直されたことから、溶岩流シ
ミュレーションに用いる条件を⾒直し
→大規模噴火の溶岩の噴出量を7億m3から13億m3に変更
→毎秒あたりの溶岩の噴出量を大・中・小の噴火シミュレーションごとに再設定した

p9〜p25
p40

⑤火砕流・融雪
型火山泥流

○最新の調査研究結果において、最大規模となる鷹丸尾火砕流の噴出規模が明らかになったこ
とから、火砕流シミュレーションに用いる条件を⾒直し
→火砕流噴出規模を240万㎥から1,000万㎥に変更
○火砕流シミュレーションによる想定到達範囲と積雪量観測に基づいて、融雪型火山泥流のシ
ミュレーションに用いる条件を⾒直し（検討中）

p9
p26〜p37
p41

⑥山体崩壊 影響範囲の予測手法や予測結果の記載方法について再検討する -

とりまとめ ハザードマップ公表に向けた、シミュレーション結果のとりまとめ、表現手法の検討、報告書の作成な
ど
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富士山における噴火の履歴
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想定火⼝範囲の⾒直し（平成30年度中間報告）
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平塚噴出物の火口
⼆⼦⼭天⺟⼭噴出物の火口

雁ノ穴噴出物の火口

北天神火砕丘の火口

塒塚噴出物の火口

現⾏（H16）︓着⾊範囲
改定後︓実線で⽰す範囲

大規模︓⾚
中規模︓緑
小規模︓⻩

現⾏（H16）と改定後の想定火⼝範囲の比較図 改定後の想定火⼝範囲図

対象年代の変更により対象となった約5,600年前〜約3,500年前の火⼝の追加や、最新調査に基づいた火⼝位置の修正、
削除を⾏った



噴出量（億m3,マグマ換算）

噴
火

回
数

ハザードマップが対象とする過去5,600年間の噴火の規模と回数

過去の噴火では、９６％が小規模噴火あるいは中規模噴火であるが、
次の噴火が頻度の⾼い小・中規模になるとは限らず、頻度の低い⼤規模噴火になる可能性もある

注）産業技術総合研究所提供の噴出量及び噴火回数のデータに基づく

規模
分類 噴出量 回数 発生

割合 備 考

小 2,000万㎥未満 86 49％

中
2,000万㎥

〜
２億㎥未満

82 47％

⼤ ２億㎥以上 ７ 4％

貞観噴火（864-866年︓13億㎥）
宝永噴火（1707年︓6.8億㎥）
大室山片蓋山噴出物（約3,300年前:3.5億㎥）
S-10噴出物（約3,500年前︓2.0億㎥）
⽇本ランド溶岩流(約4,000年前:2.9億㎥）
剣ヶ峰噴出物 （約2,300年前:2.4億㎥）
S-13噴出物 （約3,200年前:2.2億㎥）

累
積

割
合
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過去2,300年間の溶岩流実績図
富士火山地質図（第2版）：
産業技術総合研究所をもとに編集

・2,300年という⻑期間の累積でも、溶岩流の流出箇所や分布は限定的である
・⼀度の噴出で全ての⽅向に溶岩流が流れた事例は確認されていない 6

噴火の時期 噴火口の
位置

噴火の
特徴

約5,600年前〜
約3,500年前

山頂と山腹 溶岩流の噴出

約3,500年前〜
約2,300年前

山頂と山腹 爆発的噴火

約2,300年前〜
現在

山腹 割れ目噴火と
溶岩流の噴出

※溶岩流の実績に限定した図であり、

火砕流や降り積もった火山灰の分布は
掲載していない。



富士山噴火の履歴に関するまとめ
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１ 過去５,６００年間で
約１８０回の噴火が確認されている

２ そのうち96%が小規模噴火あるいは中規模噴火である

３ 溶岩流が発⽣した噴火は約６割
火砕流が発⽣した噴火は１割以下である

４ １７０７年の宝永噴火を最後に、
その後約３００年間、噴火は確認されていない

※数値は検討委員会調べ



噴火シミュレーションについて
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１ 溶岩流や火砕流の数値シミュレーションは、
過去の噴火実績を参考に火⼝の位置や噴出規模
などの条件を仮定して計算したもの

３ 火⼝の位置や噴火の規模によって
実際の影響範囲はシミュレーション結果と
異なる可能性がある

２ シミュレーション結果は
避難計画を検討し、避難マップなどを
作成する上で参考にするための基礎資料であり、
今後発生する噴火で生じる影響範囲を正確に
予測するものではない

溶岩流及び火砕流の数値シミュレーションの考え方



溶岩流のシミュレーションについて
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計算開始点の設定
・火⼝にあたる計算開始点は、大規模・中規模・小規模合計でＨ１６年度の約５倍となる２５８箇所を設定
・居住地域へ早く到達し、影響範囲が広くなる状況をシミュレーションするため、想定火⼝範囲の外縁で谷になっている地点（流れる
速度が速くなる傾向）や、尾根・平坦地（広範囲に広がる傾向）など、全方位に設定
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大規模噴火 計算開始点 中規模噴火 計算開始点 小規模噴火 計算開始点

現行（Ｈ１６） １３箇所 １８箇所 １３箇所

改定版 ７５箇所 ９１箇所 ９２箇所

進捗の状況 シミュレーション作業中 シミュレーション作業中 全シミュレーション作業が完了

対象とする
想定火口範囲 大規模 大規模＋中規模 大規模＋中規模＋小規模



小規模噴火の溶岩流シミュレーション結果 (代表点)
6日間で到達する
可能性のある範囲

２４時間で到達する
可能性のある範囲

・時間の経過とともに溶岩流の影響範囲が拡⼤していく
・現⾏(H16)に⽐べて、細かな地形が反映され、⼀部で到達時間が早くなり、到達距離が⻑くなる傾向となる

噴火発生～３時間で
到達する可能性のある範囲

【H16からの主な変更点】地形のメッシュサイズ（200m→20m）

※各方向の噴火は同時に発生するものではない
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8/129/12

10/12

11/12

12/12

小規模噴火の溶岩流シミュレーション＝計算開始点の配置一覧図＝
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凡例

計算番号
資料番号

小規模噴火の溶岩流シミュレーション計算開始点：９２箇所の一覧である（個別の計算結果は次ページ以降に記載）

2/12



富士河口湖町富士河口湖町

富士宮市

富士河口湖町

富士宮市

身延町

富士河口湖町

身延町

富士河口湖町 富士河口湖町
富士河口湖町 富士河口湖町

１ ２ ３
４

５ ６ ７ ８

身延町
身延町

富士宮市 富士宮市

身延町

甲府市

甲府市

甲府市
甲府市

身延町
身延町

身延町

小規模噴火の溶岩流シミュレーション結果(１/12）

14
※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



１０９ １１ １２

１３ １４ １５ １６

富士河口湖町

鳴沢村
鳴沢村

鳴沢村 鳴沢村

鳴沢村 鳴沢村
鳴沢村 鳴沢村

富士河口湖町 富士河口湖町 富士河口湖町 富士河口湖町

小規模溶岩流シミュレーション結果(2/12）

15※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



２４

１７

富士河口湖町

鳴沢村

１８

鳴沢村

富士河口湖町

富士吉田市

１９

鳴沢村

富士河口湖町

富士吉田市

２０

鳴沢村

富士河口湖町

富士吉田市

山中湖村

忍野村

西桂町

都留市

２３

富士河口湖町

富士吉田市

忍野村

２１

鳴沢村

富士河口湖町

富士吉田市

都留市

西桂町

忍野村

山中湖村

２２

富士河口湖町

富士吉田市

都留市

西桂町

忍野村

山中湖村

富士河口湖町

富士吉田市

忍野村

山中湖村

小規模溶岩流シミュレーション結果(3/12）

16※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。

２４



２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１ ３２

富士河口湖町

富士河口湖町

西桂町

西桂町

西桂町

西桂町

西桂町

忍野村
忍野村

忍野村

忍野村

忍野村

忍野村
忍野村

忍野村

富士吉田市
富士吉田市

富士吉田市

富士吉田市

富士吉田市
富士吉田市

富士吉田市

富士吉田市

都留市

都留市

都留市

山中湖村

山中湖村

山中湖村 山中湖村

山中湖村

小山町

小規模溶岩流シミュレーション結果(4/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



３３

小山町

富士吉田市

忍野村

山中湖村

３４

小山町

富士吉田市 山中湖村

３５

小山町

富士吉田市

山中湖村

道志村

御殿場市

３６

小山町

富士吉田市

御殿場市

３７

小山町

富士吉田市

御殿場市

３８

小山町

御殿場市

小規模溶岩流シミュレーション結果(5/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



３９ ４０ ４１ ４２

４３ ４４

御殿場市
御殿場市

御殿場市

御殿場市

御殿場市 御殿場市

小山町
小山町 小山町

裾野市

裾野市

裾野市 裾野市

裾野市

裾野市

４５
御殿場市

裾野市

小規模溶岩流シミュレーション結果(6/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



４６ ４７ ４８
４９

５０ ５１ ５２ ５３

裾野市
裾野市

裾野市 裾野市

裾野市

裾野市

裾野市
裾野市

御殿場市
御殿場市

御殿場市
御殿場市

御殿場市
御殿場市 御殿場市

長泉町

三島市

三島市

長泉町

長泉町

沼津市
沼津市

沼津市

富士市 富士市
富士市

小規模溶岩流シミュレーション結果(7/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、
異なる結果となる。



５５５４ ５６ ５７

５８ ５９ ６０ ６１

富士市

富士市

富士市

富士市

富士市
富士市

富士市

富士宮市

富士市

富士宮市

小規模溶岩流シミュレーション結果(8/12）

21
※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



６３
６２ ６４ ６５

６６ ６７ ６８ ６９

富士宮市 富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市 富士宮市 富士宮市

富士市
富士市

富士市
富士市

富士市

富士市 富士市
富士市

小規模溶岩流シミュレーション結果(9/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



７１７０ ７２ ７３

７４ ７５ ７６ ７７

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市
富士宮市

富士宮市

小規模溶岩流シミュレーション結果(10/12）

23
※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



７９７８ ８０
８１

８２
８３

８４ ８５

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市 富士宮市

富士宮市

富士市

富士河口湖町

鳴沢村

鳴沢村

小規模溶岩流シミュレーション結果(11/12）

24
※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



８７８６ ８８ ８９

９０ ９１ ９２

鳴沢村 鳴沢村

鳴沢村

鳴沢村

鳴沢村

富士河口湖町
富士河口湖町

富士河口湖町

富士河口湖町

富士河口湖町

富士河口湖町

富士河口湖町

富士宮市 富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

富士宮市

身延町

身延町 身延町

小規模溶岩流シミュレーション結果(12/12）
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※計算開始点から溶岩流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で噴火が発生した場合は、異なる結果となる。



火砕流のシミュレーションについて

26



○計算開始点は、火砕流の発生が想定される「勾配３０°以上で連続的に続く斜面」の分布をもとに、
現⾏（H16)の約４倍となる３５地点を設定

○火砕流発生想定領域の外縁部及び火砕流が広域に広がる可能性のある山頂火⼝周縁部に設定

計算開始点の設定

27



火砕流のシミュレーション結果の例
規模︓1,000万㎥

【H16からの主な変更点】・地形のメッシュサイズ（50m→20m） ※溶岩流と同じ設定

・噴出量（２４０万m3 → 1,000万m3） ※最新の調査結果に基づく

火砕流シミュレーション結果（代表点）

現⾏(H16)に⽐べて、細かな地形の影響が反映され、傾斜の急な
北東と南⻄⽅向に⻑く流れ、火砕流の到達距離が⻑くなる傾向となる

火砕流のドリルマップ
（８点のシミュレーション結果の重ね図）

規模︓240万㎥

※各方向への噴火現象は同時に発生するものではない

28

H16と比較し、到達範囲が拡大する結果となった計算開始点を
代表事例として⽰す

現行（H16） 改定シミュレーション結果の例



火砕流シミュレーション ＝計算開始点の配置一覧図＝

１～５

６～１０

１１～１５

２１～２４ １６～２０

２５～２８

２９～３２

３３～３５

火砕流の計算開始点の位置と計算番号の一覧である（個別の計算結果は次ページ以降に掲載）凡例

計算番号
29



１ ２

３ ４

火砕流シミュレーション結果(１/９）

30
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



５
６

７ ８

火砕流シミュレーション結果(２/９）

31
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



９
１０

１１ １２

火砕流シミュレーション結果(３/９）

32
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



１３
１４

１５ １６

火砕流シミュレーション結果(４/９）
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※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



１７ １８

１９ ２０

火砕流シミュレーション結果(５/９）
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※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



２１ ２２

２３ ２４

火砕流シミュレーション結果(６/９）
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※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



２５
２６

２７ ２８

火砕流シミュレーション結果(７/９）

36
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



２９ ３０

３１ ３２

火砕流シミュレーション結果(８/９）

37
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



３３ ３４

３５

火砕流シミュレーション結果(９/９）

38
※計算開始点から火砕流が発生した場合の計算結果であり、これら以外の場所で火砕流が発生した場合は異なる結果となる。



【付録】
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【付録】溶岩流の数値シミュレーションの計算条件

40

対象とする過去５６００年間で最大規模の噴火である貞観噴火の噴出量について、新しい研究結果（千葉ほか
2010）により１３億㎥と⾒積もられたことから、現⾏(H16年)の約２倍とした。また、貞観噴火では２ヶ⽉間溶岩を
噴出したことが明らかになった（小山2007）ことから、溶岩が噴き出す速度に相当する噴出レートを大規模で現⾏の
1.5倍とした。これに伴い、中規模噴火の噴出レートを大規模と小規模の中間に設定し、現⾏の2倍とした。

パラメーター 今回の値 H16の値 変更理由 設定根拠

メッシュサイズ 20m 200m 詳細な地形及び大規模
な構造物を再現可能

－

火口直径 100m 200m 実績火口より設定 －

溶岩温度 1,200℃ － 他火山の実績より

噴出量 小規模
中規模
大規模

2,000万m3

2億m3

13億m3

2000万m3

2億m3

7億m3

－
－

貞観溶岩の規模見直し

富士山の溶岩噴出
量と発生頻度より
区分した

噴出レート 小規模
中規模
大規模

100ｍ3/s
200ｍ3/s
300ｍ3/s

100ｍ3/s
100ｍ3/s
200ｍ3/s

－
小と大の中間値

噴出量見直しにより

他火山の実績より

貞観溶岩の噴出期
間から逆算

溶岩密度 2,500kg/m3
－

既往研究と他火山
の実績より

粘性係数 log10η=25.61-0.0181T － 1951年伊豆大島噴
火実績より

降伏応力 log10τY=14.67-0.0089T －

冷却効率 0.1 0.024 メッシュサイズ変更に伴
い、再度再現計算実施

再現計算より

（※）マグマ
換算体積

※噴火の際、マグマは発泡するなどして見かけの体積が多く見えるため、噴出物を元々のマグマの体積に換算して表現



【付録】火砕流の数値シミュレーションの計算条件

41

パラメーター 今回の値 H16の値 変更理由 設定根拠

メッシュサイズ 20m 50m 詳細な地形及び大規模な
構造物を再現可能 －

噴出規模 1,000万㎥ 240万㎥ 新たに見つかった鷹丸尾
火砕流の規模を反映

鷹丸尾火砕流の概
算規模より

噴出レート 10,000㎥/s － 平成16年の滝沢火

砕流と大沢火砕流
の再現計算より

代表粒径 0.5cm －
滝沢火砕流の堆積物
試験結果より火砕物の堆積土砂濃度 0.63

粒子間摩擦係数 0.4 0.23 メッシュサイズ及び再現対
象火砕流の規模の変更に
伴い、再度設定

再現計算より

○ 最新の調査研究により、対象とする過去5,600年間で最大規模の火砕流と考えられる「鷹丸尾火砕流」
の噴出量が明らかになった（⾺場ほか2018）ことから、シミュレーションにおいて想定する火砕流の量を、現⾏
(H16)の約４倍となる1,000万㎥とした

○ 摩擦による火砕流の運動エネルギーの減少に関わる粒⼦間摩擦係数について、海外の直近の火砕流発生
事例であるフエゴ火山（グアテマラ）の実績も参考に再設定した

○ 計算開始点は、火砕流発生可能性領域を再検討するとともに、谷沿いや尾根上など多様な地形の特徴を
考慮し、現⾏(H16)年の約4倍となる35箇所を設定した



【付録】過去2,300年間の溶岩流実績図＝個々の噴火別＝
富士火山地質図（第2版）：産業技術
総合研究所をもとに編集
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※上図は、ｐ６との溶岩流実績図と同じ実績を表わしているが、個々の噴火実績ごとに色分けしたものである。




